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横
松
和
平
太 

講
演
会
「
幕
末
の
偉
才
、
赤
松
小
三
郎
」 

 

一
昨
年
夏
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
講
演
会
「
幕
末
の
異
才 

赤
松
小
三
郎
」
の
案
内
チ
ラ
シ
を
手
に
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
副
題
の
コ
ピ
ー
に
〝
幕
末

に
日
本
近
代
化
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
描
い
た
男
〟
と
あ
り
、
〝
暗
殺
さ
れ
た
〟
と
の
文
言
も
気
に
な
り
有
料
で
は
あ
っ
た
が
受
講
し
て
み
る
こ

と
に
し
た
。
赤
松
小
三
郎
と
い
う
名
前
も
人
物
も
そ
れ
ま
で
全
く
知
ら
な
か
っ
た
。
多
く
の
方
が
そ
う
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
地
元
・
上
田
市
の
人
物

伝
で
は
科
学
者
の
部
で
、
洋
式
兵
学
者
・
議
会
政
治
の
先
唱
者
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
は
い
る
が
、
信
州
全
体
で
み
て
も
そ
う
知
ら
れ
た
人
物
で
は
な

い
だ
ろ
う
。
ま
さ
し
く
埋
も
れ
て
い
た
男
で
あ
る
。 

  

講
演
会
の
主
催
は
、「
上
田
高
等
学
校
関
東
同
窓
会 

赤
松
小
三
郎
研
究
会
」
と
あ
り
、
講
師
は
佛
教
大
学
歴
史
学
部
教
授
の
青
山
忠
正
先
生
で
あ

っ
た
。
チ
ラ
シ
に
は
赤
松
小
三
郎
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
が
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
た
。 

  
  

天
保
二(

1
8
3
1
)

年
〜
慶
応
三(

1
8
6
7
)

年 

    

信
州
上
田
藩
士
。
江
戸
に
出
て
内
田
弥
太
郎
、
下
曽
根
金
三
郎
に
師
事
し
、
数
学
、
天
文
、
測
量
、
暦
学
、
蘭
学
、
砲
術
を
習
得
。
そ
の
後
、

勝
海
舟
の
供
侍
と
し
て
長
崎
海
軍
伝
習
所
で
英
学
、
兵
学
、
航
海
術
を
学
ぶ
。
さ
ら
に
横
浜
の
英
国
士
官
ア
プ
リ
ン
か
ら
英
語
、
英
国
兵
法
な

ど
を
習
う
。
幕
末
の
京
都
に
私
塾
を
開
き
、
洋
式
兵
学
を
教
え
た
。
諸
藩
よ
り
学
ぶ
門
下
生
の
数
、8

0
0

余
名
。
そ
の
中
に
は
東
郷
平
八
郎
元

帥
、
上
村
彦
之
丞
大
将
な
ど
日
清
、
日
露
戦
争
で
活
躍
し
た
諸
将
が
何
人
か
含
ま
れ
る
。
薩
摩
藩
島
津
久
光
侯
の
委
嘱
に
よ
り
「
重
訂 

英
国

歩
兵
錬
法
」
を
翻
訳
し
た
。
将
来
の
政
体
構
想
と
国
家
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
描
き
、
慶
応
三
年
五
月
、
前
政
事
総
裁
職
前
福
井
藩
主
の
松

平
春
嶽
侯
と
、
島
津
久
光
侯
と
に
建
言
し
た
「
建
白
七
策
」
は
、
政
治
史
の
中
で
輝
い
て
い
る
。
天
幕
一
和
、
諸
藩
一
和
の
も
と
上
下
二
局
の

議
政
局
に
よ
り
、
内
憂
外
患
の
こ
の
時
期
を
乗
り
切
る
方
策
を
模
索
し
、
最
後
ま
で
東
奔
西
走
し
た
が
、
明
治
維
新
直
前
の
慶
応
三
年
九 

  
  

月
、
京
都
に
お
い
て
暗
殺
さ
れ
た
。
享
年
三
十
七
。
上
田
に
赤
松
小
三
郎
記
念
館
が
あ
る
。 



  
青
山
教
授
の
講
演
で
は
、
①
彼
の
生
い
立
ち
と
修
業
時
代
、
② 

『
英
国
歩
兵
錬
法
』
の
翻
訳
刊
行
、
③ 

政
体
建
言
七
条
、
④ 

京
都
で
の
薩
摩

に
よ
る
暗
殺
死
、
に
つ
い
て
史
料
の
紹
介
も
含
め
詳
し
く
解
説
が
あ
っ
た
。
そ
れ
な
り
に
彼
の
人
物
、
業
績
、
非
業
の
死
に
至
る
ま
で
理
解
が
深
め

ら
れ
た
の
で
あ
る
。 

  

今
少
し
掘
り
下
げ
て
考
え
て
み
た
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
の
だ
が
、
他
の
事
や
ら
で
関
心
が
薄
れ
、
昨
年
夏
に
は
高
野
山
へ
の
旅
行
中
の
発
病
騒
ぎ

も
あ
り
、
そ
れ
に
紛
れ
遠
の
い
て
い
た
。
昨
年
九
月
に
は
信
州
上
田
へ
の
バ
ス
旅
行
企
画
が
あ
り
、
担
当
と
し
て
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
当
っ
た
が
、
訪

問
地
で
あ
る
上
田
城
跡
に
は
、
赤
松
小
三
郎
記
念
館
が
あ
る
こ
と
を
思
い
出
し
、
見
学
先
に
組
入
れ
て
み
た
。
旅
行
当
日
は
病
後
の
体
調
も
あ
り
参

加
を
自
粛
し
た
の
だ
が
、
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
後
日
『
赤
松
小
三
郎
先
生
』
の
現
代
語
訳
版
を
渡
さ
れ
、
縁
を
感
じ
て
頂
く
こ
と
に
し
た
。
記
念
館

の
見
学
記
念
に
と
顕
彰
会
の
方
よ
り
贈
呈
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

  

同
書
を
読
む
こ
と
で
、
赤
松
小
三
郎
の
生
涯
が
再
び
迫
っ
て
く
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
思
い
起
こ
さ
れ
た
私
の
関
心
事
は
、
幕
末
の
偉
才
と
さ
れ
る

男
が
、
何
故
暗
殺
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
？ 

さ
ら
に
、
彼
の
業
績
と
さ
れ
る
英
国
兵
法
書
の
翻
訳
、
政
体
論
の
価
値
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
？ 

な
ど
、
調
べ
確
か
め
考
え
て
み
た
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

  

彼
が
暗
殺
さ
れ
た
の
は
、
慶
応
三
年
九
月
三
日
の
こ
と
、
翌
月
に
は
「
大
政
奉
還
」
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
翌
十
一
月
に
は
、
あ
の
坂
本
龍
馬
が

同
じ
京
都
で
暗
殺
さ
れ
て
い
る
。
龍
馬
と
の
間
に
は
幾
つ
か
の
共
通
項
が
あ
る
。
例
え
ば
、
二
人
の
師
匠
は
と
も
に
幕
臣
勝
海
舟
で
あ
る
こ
と
。
建

言
し
た
政
体
論
は
小
三
郎
の
方
が
龍
馬
の
「
船
中
八
策
」
よ
り
先
で
あ
り
、
内
容
も
似
通
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
暗
殺
の
背
後
に

は
薩
摩
藩
の
影
が
見
え
る
と
か
で
あ
る
。
龍
馬
と
小
三
郎
で
は
、
今
日
で
は
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
に
大
き
な
差
が
で
き
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
何
故
な

の
か
？  

等
以
下
順
次
検
討
を
重
ね
て
い
き
た
い
。 

芦
田(

赤
松)

清
次
郎
の
修
業
時
代 

  

彼
の
生
涯
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
幕
末
維
新
に
活
躍
し
た
人
物
達
と
の
位
置
関
係
を
整
理
し
理
解
の
助
け
に
し
て
み
た
い
。 

  

赤
松
は
信
州
上
田
藩
軽
格
の
芦
田
家
の
次
男
に
生
ま
れ
た
。
天
保
二
年(

1
8
3
1
)

の
生
ま
れ
で
あ
る
。
ほ
ぼ
同
年
代
の
人
物
と
し
て
は
、
一
つ
上
に

長
州
の
吉
田
松
蔭
、
三
つ
下
に
大
分
・
中
津
藩
の
福
沢
諭
吉
、
土
佐
の
坂
本
龍
馬
は
四
つ
下
に
な
る
。
い
ず
れ
も
下
級
武
士
の
生
ま
れ
だ
。
上
田
藩



の
殿
様
は
松
平
忠
優
、
養
蚕
・
製
糸
業
の
振
興
も
考
え
た
開
国
派
、
嘉
永
元
年(

1
8
4
8
)

幕
府
老
中
に
三
十
七
才
に
し
て
抜
擢
さ
れ
海
防
掛
と
な
る
。

こ
の
年
、
数
学
好
き
で
利
発
な
藩
校
の
秀
才
清
次
郎
は
十
八
歳
で
江
戸
に
留
学
の
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
む
。 

  

江
戸
で
何
を
勉
強
し
た
か
と
言
え
ば
、
先
ず
幕
臣
で
天
文
方
の
内
田
弥
太
郎
塾
に
入
門
、
数
学
・
天
文
学
・
地
理
・
蘭
学
な
ど
を
学
ぶ
。
次
に
、

幕
府
講
武
所
の
砲
術
師
範
・
下
曽
根
金
三
郎
に
入
門
し
西
洋
砲
術
・
蘭
学
を
学
ぶ
。
一
旦
、
芦
田
家
か
ら
赤
松
家
に
養
子
に
入
る
為
上
田
に
戻
っ
た

後
、
安
政
元
年(

1
8
5
4
)

、
二
十
三
に
し
て
再
度
江
戸
に
出
て
、
勝
海
舟
の
蘭
学
塾
に
入
門
。
先
進
知
識
を
学
ぶ
に
は
蘭
学
の
習
得
が
必
須
で
あ
っ
た

時
代
に
、
理
系
の
技
術
者
エ
リ
ー
ト
と
な
る
道
を
こ
こ
ま
で
は
順
調
に
歩
ん
だ
と
い
え
よ
う
。
龍
馬
が
江
戸
で
の
剣
術
修
業
や
佐
久
間
象
山
塾
を
経

て
海
舟
に
入
門
す
る
八
年
も
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

  

安
政
元
年
と
い
え
ば
、
日
米
和
親
条
約
が
結
ば
れ
開
国
へ
と
時
代
が
大
き
く
動
き
出
し
た
年
で
あ
る
。
勝
海
舟
は
と
い
え
ば
、
蘭
学
・
洋
式
兵
学

を
習
得
し
、
信
州
松
代
藩
の
異
才
で
西
洋
流
砲
術
指
南
佐
久
間
象
山
と
も
既
に
出
会
っ
て
い
た
。
前
年
に
は
幕
府
に
対
し
艦
隊
・
海
軍
の
重
要
性
を

主
張
し
た
海
防
に
関
す
る
上
書
を
提
出
し
、
こ
の
頃
大
目
付
・
大
久
保
一
翁
と
知
り
合
っ
て
い
た
。 

  

翌
安
政
二
年(

1
8
5
5
)

か
ら
同
六
年(

1
8
5
9
)

ま
で
の
足
掛
け
五
年
間
、
赤
松
清
次
郎
は
師
匠
の
勝
海
舟
に
従
っ
て
長
崎
に
滞
在
し
、
蘭
学
・
英
学
・

兵
学
・
航
海
術
の
修
業
に
励
む
こ
と
に
な
る
。
薩
摩
な
ど
各
地
へ
艦
船
で
の
航
海
も
体
験
し
て
い
る
。
海
舟
は
大
久
保
一
翁
の
膝
下
で
長
崎
海
軍
伝

習
所
の
開
設
、
筆
頭
格
と
し
て
人
材
養
成
な
ど
幕
府
海
軍
の
創
設
に
働
く
。
長
崎
の
伝
習
所
は
閉
鎖
さ
れ
、
今
度
は
江
戸
築
地
に
軍
艦
操
練
所
を
開

設
す
る
こ
と
と
な
り
、
教
授
方
頭
取
と
な
る
。
江
戸
へ
は
咸
臨
丸
で
帰
っ
た
が
、
清
次
郎
も
従
者
と
し
て
同
乗
し
た
。 

   

江
戸
に
戻
っ
た
清
次
郎
は
、
蘭
学
の
限
界
に
気
付
い
た
の
か
手
塚
律
蔵(

佐
倉
藩)

の
英
語
塾
に
入
門
す
る
。
時
代
は
黒
船
来
航
前
後
よ
り
蘭
学
で

は
世
界
に
通
用
し
な
い
こ
と
が
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
た
。
築
地
で
蘭
学
塾
を
開
い
て
い
た
福
沢
諭
吉
が
蘭
学
に
見
切
り
を
つ
け
、
英
学

の
独
習
を
始
め
た
の
も
同
じ
安
政
六
年
で
あ
っ
た
。
福
沢
の
場
合
は
、
開
港
間
も
な
い
横
浜
居
留
地
に
出
か
け
た
が
、
オ
ラ
ン
ダ
語
が
通
用
し
な
い

事
が
転
向
決
意
の
キ
ッ
カ
ケ
だ
っ
た
と
い
う
。
時
代
背
景
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
の
没
落
が
あ
っ
た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
登
場
に
よ
り
、

1
8
1
0

年
オ
ラ
ン
ダ
は
一
時
併
合
さ
れ
国
が
消
滅
し
、
そ
の
後
も
政
治
的
な
混
乱
が
続
い
て
い
た
。
し
か
し
幕
府
は
、
こ
の
辺
り
の
事
情
に
疎
か
っ

た
。
鎖
国
政
策
下
に
長
崎
出
島
を
オ
ラ
ン
ダ
交
易
と
主
な
西
洋
情
報
の
窓
口
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
長
崎
商
館
長
の
江
戸
参
府
も
嘉
永
三
年



(
1
8
5
0
)

を
最
後
に
取
り
や
め
と
な
っ
て
い
た
し
、
阿
蘭
陀
風
説
書
な
ど
に
よ
り
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
西
欧
列
強
の
動
き
は
あ
る
程
度
知
っ
て
は
い
て

も
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。 

時
代
の
覇
者
は
い
ち
早
く
産
業
の
近
代
化
に
乗
り
出
し
成
功
し
て
い
た
大
英
帝
国
で
あ
っ
た
。
西
洋
の
先
進
的
な

知
識
や
技
術
を
学
ぶ
為
に
は
、
蘭
学
か
ら
英
学
へ
の
転
向
は
と
て
も
賢
明
な
選
択
だ
っ
た
。 

   

海
舟
の
従
者
と
し
て
の
修
業
は
、
清
次
郎
の
次
な
る
飛
躍
に
つ
な
が
る
か
と
も
思
え
た
の
だ
が
、
そ
う
上
手
く
は
い
か
な
か
っ
た
。
大
き
な
チ
ャ

ン
ス
を
逃
す
事
件
に
出
会
っ
て
し
ま
う
の
だ
。
咸
臨
丸
に
よ
る
渡
米
一
行
の
選
に
漏
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
師
匠
の
勝
海
舟
は
、
万
延
元
年
日
米
通
商

条
約
批
准
の
為
の
使
節
団
に
選
ば
れ
咸
臨
丸
艦
長
と
し
て
渡
米
を
果
た
す
。
と
い
っ
て
も
航
海
中
は
船
酔
い
で
ほ
と
ん
ど
指
揮
が
取
れ
な
か
っ
た
と

い
う
の
は
有
名
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
が
。
何
故
漏
れ
た
か
と
い
え
ば
、
幕
臣
で
は
な
く
陪
臣
と
い
う
身
分
だ
っ
た
の
が
大
き
い
。
身
分
格
差
は
確

か
に
あ
っ
た
の
だ
。
し
か
も
開
国
派
と
し
て
活
躍
し
た
主
君
の
松
平
忠
固(

忠
優
か
ら
改
名)

が
前
年
に
四
十
八
才
の
若
さ
で
亡
く
な
っ
て
お
り
コ
ネ

も
効
か
な
か
っ
た
。
咸
臨
丸
の
乗
組
員
に
は
同
じ
く
陪
臣
の
福
沢
諭
吉
も
い
た
が
、
彼
は
何
奉
行
木
村
摂
津
守
の
コ
ネ
で
彼
の
従
僕
と
な
っ
て
チ
ャ

ン
ス
を
つ
か
ん
で
い
る
。
乗
組
員
の
一
人
に
は
十
才
年
下
の
幕
臣
で
同
姓
の
赤
松
大
三
郎
が
い
た
。
彼
も
長
崎
海
軍
伝
習
所
出
身
だ
っ
た
。
こ
の
人

は
維
新
の
後
、
海
軍
中
将
ま
で
出
世
し
て
い
る
。
余
談
に
な
る
が
、
森
鴎
外
の
最
初
の
妻
は
こ
の
人
の
娘
で
あ
る
。 

  

咸
臨
丸
で
渡
米
と
い
う
チ
ャ
ン
ス
を
得
た
か
逃
し
た
か
で
、
彼
ら
の
運
命
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
海
外
情
報
を
生
で
体
験
で
き
る
か
ど
う

か
が
、
大
き
な
違
い
を
生
ん
だ
の
だ
。
清
次
郎
は
き
っ
と
悔
し
か
っ
た
と
思
う
。 

  

失
意
の
清
次
郎
は
、
海
舟
の
元
を
離
れ
故
郷
上
田
に
戻
り
養
父
の
死
で
赤
松
家
を
継
ぐ
こ
と
に
な
る
。
通
称
を
翌
年
、
小
三
郎
と
改
め
た
。
赤
松

大
三
郎
の
こ
と
が
頭
に
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
？ 

大
三
郎
に
対
抗
し
て
の
改
名
だ
と
は
思
い
た
く
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

洋
式
兵
学
者
・
赤
松
小
三
郎 

  

師
匠
の
勝
海
舟
に
江
戸
で
再
会
し
た
の
は
四
年
後
の
元
治
元
年(

1
8
6
4
)

の
こ
と
だ
っ
た
。
海
舟
は
軍
艦
奉
行
・
勝
安
房
守
と
な
り
幕
府
海
軍
の
リ

ー
ダ
ー
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
間
に
、
海
舟
の
元
に
は
土
佐
を
脱
藩
し
た
坂
本
龍
馬
が
入
門
し
て
い
た
。
龍
馬
は
小
三
郎
よ
り
二
才
年
下
だ
が
、
既

に
佐
久
間
象
山
に
入
門
す
る
な
ど
西
洋
砲
術
を
学
ん
で
い
た
。
海
舟
に
入
門
し
て
か
ら
は
、
海
舟
に
従
っ
て
航
海
術
修
業
を
し
越
前
、
長
崎
を
訪
れ
、



ま
た
松
平
春
嶽
、
横
井
小
楠
、
西
郷
隆
盛
な
ど
と
人
脈
を
広
げ
て
い
た
。
神
戸
海
軍
操
練
所
の
発
足
に
当
り
塾
頭
に
も
な
っ
て
い
た
。 

   

  

上
田
に
い
た
小
三
郎
は
不
遇
の
時
代
で
あ
っ
た
。
山
国
で
は
折
角
の
航
海
術
も
役
に
立
た
な
か
っ
た
が
、
兵
学
が
活
き
た
の
か
藩
の
調
練
方
御
用

掛
を
勤
め
て
い
る
。
財
政
難
で
混
乱
し
て
い
た
藩
に
、
幕
政
改
革
意
見
書
を
出
し
た
り
も
し
て
い
る
。
幕
府
の
長
州
征
伐
に
上
田
藩
も
動
員
さ
れ
、

従
軍
準
備
の
為
小
三
郎
は
江
戸
に
出
た
。
海
舟
に
再
会
し
た
の
は
こ
の
時
で
あ
っ
た
が
。
海
舟
と
行
動
を
共
に
は
し
な
か
っ
た
。
翌
年
に
は
軍
事
の

為
江
戸
、
大
坂
、
京
都
間
を
奔
走
す
こ
と
に
な
る
が
、
最
新
の
軍
事
学
習
得
の
為
に
は
英
語
を
更
に
学
ぶ
必
要
を
感
じ
て
い
た
。
そ
こ
で
薩
英
戦
争

や
下
関
砲
撃
を
し
た
横
浜
駐
屯
の
英
国
軍
を
訪
ね
る
。
駐
屯
軍
士
官
・
ア
フ
リ
ン
に
つ
い
て
横
浜
に
通
い
な
が
ら
英
文
法
、
英
国
式
兵
法
を
本
格
的

に
習
得
し
た
。 

  

洋
式
兵
学
者
と
し
て
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
る
べ
く
、
翌
・
慶
応
元
年(

1
8
6
5
)

に
は
、
か
つ
て
砲
術
を
学
ん
だ
下
曽
根
塾
に
再
入
門
。
ま
た
横
浜
通
い

も
続
け
、
英
国
歩
兵
練
法
と
い
う
書
物
の
翻
訳
に
取
組
む
。
こ
の
本
は
ラ
イ
フ
ル
銃
に
よ
る
最
初
の
歩
兵
操
典
と
さ
れ
る
。
翻
訳
作
業
は
翌
年
三
月

に
は
、
下
曽
根
塾
の
看
板
で
朝
津
富
之
助(
加
賀
藩)

と
の
共
訳
に
よ
り
全
八
冊
刊
行
さ
れ
た
。
当
時
は
武
器
の
技
術
革
新
に
よ
り
戦
闘
法
も
一
変
し

て
い
っ
た
時
で
あ
り
、
こ
の
出
版
は
大
い
に
注
目
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。 

  

小
三
郎
は
こ
の
出
版
で
名
を
挙
げ
、
翌
年
動
乱
の
地
京
都
に
出
て
英
国
歩
兵
塾
を
開
く
。 

こ
の
家
塾
は
評
判
と
な
り
諸
藩
よ
り
入
門
者
相
次
ぎ
八
百
人
余
に
及
ん
だ
と
い
う
。
幕
府
も
赤
松
に
着
目
し
開
成
所
の
教
授
登
用
の
意
向
も
あ
っ
た

と
い
う
。
し
か
し
こ
こ
で
も
小
三
郎
は
不
運
で
あ
っ
た
。
上
田
藩
は
幕
府
か
ら
の
要
請
を
拒
ん
だ
。
か
れ
の
出
世
を
妬
む
狭
量
な
人
達
か
ら
や
っ
か

ま
れ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
時
、
小
三
郎
が
開
成
所
教
授
に
出
仕
し
幕
臣
に
登
用
さ
れ
て
い
れ
ば
全
く
違
う
運
命
に
な
っ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

こ
の
時
も
チ
ャ
ン
ス
を
逃
し
た
の
で
あ
る
。
幕
府
は
開
国
以
来
西
洋
化
路
線
の
政
策
を
取
り
始
め
、
人
材
養
成
強
化
の
た
め
蕃
書
調
所
は
文
久
三
年

(
1
8
6
3
)

開
成
所
と
改
称
さ
れ
て
い
た
。
蕃
書
調
所
に
は
諸
藩
の
優
秀
な
洋
学
者
が
教
授
陣
に
採
用
さ
れ
て
い
た
。
彼
ら
の
中
に
は
陪
臣
か
ら
幕
臣
に

取
立
て
ら
れ
た
者
も
多
く
出
た
。
津
和
野
藩
の
西
周
、
美
作
津
山
藩
の
津
田
真
道
、
長
州
藩
の
村
田
蔵
六(

大
村
益
次
郎)

な
ど
後
に
明
治
政
府
で
活

躍
す
る
人
材
が
集
め
ら
れ
明
治
政
府
に
よ
る
近
代
化
に
活
躍
す
る
こ
と
に
な
る
。
福
沢
諭
吉
も
こ
の
頃
陪
臣
か
ら
幕
臣
に
抜
擢
さ
れ
て
い
る
。
見
方

に
よ
っ
て
は
、
幕
府
に
よ
る
維
新
近
代
化
が
あ
り
え
た
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
所
以
で
も
あ
る
。 



   
赤
松
塾
へ
の
入
門
者
に
は
薩
摩
藩
の
者
が
最
も
多
か
っ
た
と
い
う
。
薩
摩
藩
は
こ
の
塾
を
薩
摩
藩
に
丸
抱
え
す
る
こ
と
に
す
る
。
塾
で
は
洋
式
兵

制
・
兵
法
の
教
授
だ
け
で
な
く
、
英
国
歩
兵
練
法
の
改
訂
版
の
刊
行
を
依
頼
。
薩
摩
軍
局
か
ら
刊
行
し
た
。
こ
の
塾
に
学
ん
だ
門
下
生
に
は
、
後
に

明
治
の
陸
海
軍
を
率
い
た
秀
れ
た
人
材
も
多
く
い
た
。
東
郷
平
八
郎
・
上
村
彦
之
丞
・
野
津
鎮
雄/

道
貫
・
樺
山
資
紀
・
篠
原
国
幹
達
で
あ
る
。
薩

摩
藩
の
兵
制
改
革
強
化
に
重
要
な
貢
献
を
し
た
の
で
あ
っ
た
。 

  

西
国
雄
藩
は
西
洋
流
近
代
化
に
い
ち
早
く
取
組
み
始
め
て
い
た
。
最
大
の
雄
藩
・
薩
摩
藩
は
文
久
三
年(1

8
6
3
)

の
生
麦
事
件
を
契
機
に
勃
発
し
た

薩
英
戦
争
以
降
は
、
英
国
式
の
知
識
や
技
術
の
導
入
に
熱
心
と
な
っ
て
い
た
。
慶
応
元
年(

1
8
6
5
)

に
は
秘
密
裏
に
英
国
へ
留
学
生
を
派
遣
し
て
い
る
。

慶
応
二
年(

1
8
6
6
)

の
赤
松
小
三
郎
の
招
聘
も
そ
の
流
れ
で
あ
っ
た
。
自
力
で
人
材
養
成
の
後
で
は
小
三
郎
の
価
値
も
下
が
り
、
も
う
用
済
み
だ
っ
た

の
も
か
も
知
れ
な
い
。 

政
治
啓
蒙
家
・
赤
松
小
三
郎 

 
 

若
い
時
代
か
ら
江
戸
に
出
て
先
進
の
知
識
や
技
術
を
学
び
、
勝
海
舟
な
ど
と
い
っ
た
人
達
と
の
交
流
か
ら
か
、
変
革
の
潮
流
が
押
し
寄
せ
て
き
た

時
代
の
気
分
と
い
う
も
の
な
の
か
、
小
三
郎
は
単
な
る
洋
式
兵
学
者
、
技
術
屋
で
留
ま
ろ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。 

  

海
舟
か
ら
別
れ
上
田
に
戻
り
燻
っ
て
い
た
不
遇
の
時
代
か
ら
既
に
、
己
の
政
治
的
な
見
解
を
世
に
訴
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。
そ
の

最
初
は
藩
政
改
革
の
意
見
書
提
出
で
あ
り
世
の
中
の
情
勢
に
無
関
心
や
家
臣
の
無
気
力
を
批
判
し
、
財
政
、
教
育
、
軍
事
政
策
の
必
要
性
を
訴
え
た
。

し
か
し
藩
は
こ
れ
を
受
け
入
れ
無
か
っ
た
。
軽
格
の
身
分
故
だ
け
か
ら
か
ど
う
か
内
容
が
未
熟
だ
っ
た
か
ら
な
の
か
は
、
よ
く
分
か
ら
な
い
が
。 

  

次
に
持
論
を
訴
え
た
の
は
幕
府
に
対
し
て
で
あ
っ
た
。
慶
応
二
年(

1
8
6
6
)

八
月
、
第
二
次
長
州
征
伐
や
ら
将
軍
家
茂
か
ら
慶
喜
へ
の
交
代
な
ど
で

混
乱
し
た
時
で
も
あ
り
、
内
容
は
と
も
か
く
小
藩
の
軽
格
の
意
見
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
提
言
し
た
こ
と
で
そ
の
見
識
が
認
め
ら
れ
、

開
成
所
教
授
へ
の
登
用
と
い
う
ま
た
と
な
い
チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ
た
の
に
逃
し
た
の
は
前
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
運
を
つ
か
め
な
い
男
で

あ
っ
た
の
だ
。 

 
 

京
都
の
家
塾
を
開
い
て
か
ら
は
、兵
制
改
革
の
必
要
性
、
英
国
式
新
兵
法
を
教
授
し
な
が
ら
、西
洋
の
科
学
や
政
治
論
ま
で
も
講
義
し
た
と
い
う
。



こ
の
評
判
は
塾
生
か
ら
各
藩
に
広
ま
り
、
福
井
越
前
藩
の
松
平
春
嶽
の
耳
に
入
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
慶
応
三
年(

1
8
6
7
)

五
月
十
七
日
、
お
抱
え
の
薩

摩
藩
・
島
津
公
に
も
同
じ
五
月
、
「
政
体
建
白
七
策
」
な
る
意
見
書
を
提
出
し
た
。 

政
体
建
白
七
カ
条 

 

幕
府
や
越
前
藩
、
薩
摩
藩
に
提
言
し
た
建
白
書
は
、
赤
松
小
三
郎
記
念
館
発
行
の
パ
ン
フ
に
は
議
会
政
治
を
い
ち
早
く
提
唱
し
た
「
新
政
府
構
想

論
」
で
あ
る
と
書
か
れ
て
い
た
。
日
本
の
現
状
を
痛
烈
に
批
判
し
内
憂
外
患
を
思
い
日
本
の
進
む
べ
き
道
を
洞
察
し
た
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
で
、
こ

れ
は
坂
本
龍
馬
の
「
船
中
八
策
」
よ
り
約
一
ヶ
月
早
い
。
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。 

こ
れ
を
持
っ
て
、
彼
を
顕
彰
す
る
人
達
は
、
赤
松
小
三
郎
は
〝
近
代
日
本
を
築
い
た
先
覚
者
〟
と
胸
を
張
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の

建
白
策
の
内
容
に
つ
き
も
う
少
し
具
体
的
に
見
て
み
た
い
。
本
当
に
〝
い
ち
早
く
〟
〝
独
創
的
に
〟
彼
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
ど

う
か
で
あ
る
。 

  

実
際
の
建
白
書
は
約
二
千
六
百
字
か
ら
な
る
長
文
で
具
体
的
で
詳
細
な
も
の
ら
し
い
が 

赤
松
小
三
郎
記
念
館
パ
ン
フ
の
要
約
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。 

一
、 

上
下
二
局
の
議
政
局
開
設 

二
、 

人
材
教
育
は
大
学
小
学
校
の
設
置 

三
、 

国
中
の
人
民
皆
平
等 

四
、 

国
中
の
貨
幣
統
一 

五
、 

国
防
の
海
陸
軍
兵
備 

六
、 

諸
物
製
造
局
を
諸
所
に
造
営 

七
、 

牛
羊
鶏
豚
と
肉
の
常
食    

    
     

  

確
か
に
龍
馬
の
「
船
中
八
策
」
と
い
わ
れ
る
も
の
と
比
べ
て
見
れ
ば
、
似
た
と
こ
ろ
が
多
い
。 

違
う
と
こ
ろ
と
い
え
ば
、
人
民
皆
平
等
、
殖
産
、
体
力
向
上
に
向
け
た
肉
食
の
奨
励
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
。
龍
馬
の
提
言
は
、
勝
海
舟
や
大
久
保
一



翁
と
い
っ
た
幕
臣
、
ま
た
彼
ら
の
人
脈
か
ら
交
際
が
あ
っ
た
横
井
小
楠(

熊
本
藩)

・
由
利
公
正
と
い
っ
た
人
達
の
影
響
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
赤

松
小
三
郎
の
建
白
書
の
越
前
藩
へ
の
提
出
日
よ
り
少
し
後
、
龍
馬
も
ま
た
越
前
藩
を
訪
問
し
て
お
り
、
こ
れ
を
読
ん
だ
可
能
性
も
あ
る
と
の
説
も
あ

る
が
証
拠
は
な
い
。
ま
た
龍
馬
の
策
そ
の
も
の
に
も
後
世
の
人
に
よ
る
創
作
が
入
っ
て
い
る
と
の
見
方
が
あ
る
よ
う
で
、
こ
う
し
た
考
え
方
は
当
時

の
先
進
的
な
人
々
の
間
で
は
一
般
的
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。 

  

赤
松
小
三
郎
の
遺
品
の
中
に
は
、
福
沢
諭
吉
の
『
西
洋
事
情
』
が
あ
る
。
こ
の
本
は
、
慶
応
二
年(

1
8
6
6
)

年
の
十
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
初
編

が
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
的
に
は
米
国
、
欧
州
へ
の
彼
の
体
験
に
基
づ
い
た
知
識
や
情
報
が
詰
ま
っ
て
い
る
。
政
治
・
経
済
・
教
育
か
ら
兵

制
、
社
会
福
祉
事
情
ま
で
情
報
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
。 

  

小
三
郎
の
意
見
書
に
影
響
を
与
え
た
の
は
、
ま
ず
勝
海
舟
で
あ
り
横
浜
で
学
ん
だ
英
国
士
官
ア
プ
リ
ン
か
ら
得
た
海
外
情
報
と
考
え
ら
れ
る
が
、

直
近
に
読
ん
だ
諭
吉
の
著
書
も
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
悲
し
い
か
な
小
三
郎
に
は
海
舟
や
諭
吉
の
よ
う
な
海
外
渡
航
体
験
が
な
か
っ
た
。

そ
の
差
は
決
し
て
無
視
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
世
に
先
ん
じ
た
独
創
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
見
方
に
は
や
や
躊
躇
す
る
と
こ
ろ
だ
。 

確
実
に
当
時
の
先
端
を
行
っ
て
い
た
一
人
で
は
あ
る
の
だ
が
。 

逆
に
提
言
を
受
け
た
越
前
藩
や
薩
摩
藩
は
ど
う
受
け
と
め
た
か
で
あ
る
。
ま
ず
越
前
藩
で
あ
る
。
藩
主
・
松
平
春
嶽
は
開
明
的
な
人
物
と
し
て
知

ら
れ
、
早
く
よ
り
藩
政
改
革
に
乗
り
出
し
、
熊
本
よ
り
横
井
小
楠
を
招
聘
し
て
い
る
。
小
楠
に
は
深
い
学
識
に
裏
打
ち
さ
れ
た
政
治
哲
学
や
改
革
策

の
提
言
が
あ
り
弟
子
の
由
利
公
正
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
重
用
し
て
い
た
。
小
三
郎
の
建
白
書
を
読
ん
で
は
見
た
が
そ
れ
程
目
新
し
い
も
の

と
は
思
え
無
か
っ
た
の
で
は
？ 

 

横
井
小
楠
・
由
利
公
正
の
考
え
は
大
政
奉
還
論
や
後
の
五
箇
条
の
御
誓
文
へ
と
繋
が
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
小

三
郎
の
考
え
は
入
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。 

  

次
に
薩
摩
藩
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
で
あ
る
。
小
三
郎
の
考
え
方
の
前
提
に
は
、
国
や
民
を
守
る
為
に
天
皇
の
下
の
団
結
を
説
き
天
幕
一
和
、
つ
ま

り
公
武
合
体
を
唱
え
て
い
た
。
さ
ら
に
幕
府
と
薩
摩
の
一
体
を
も
説
い
て
い
た
と
い
う
。
薩
摩
藩
の
参
謀
役
の
西
郷
隆
盛
、
幕
府
の
京
都
奉
行
・
永

井
尚
志
、
ま
た
会
津
藩
に
も
こ
の
考
え
を
伝
え
て
い
た
と
い
う
。
幕
府
と
会
津
と
薩
摩
が
連
携
し
て
い
た
時
も
一
時
は
あ
っ
た
が
、
慶
応
三
年
の
九

月
と
い
う
時
点
で
は
、
薩
長
同
盟
に
よ
る
武
力
倒
幕
策
へ
と
方
向
転
換
し
て
い
た
。
だ
か
ら
小
三
郎
の
建
言
は
時
勢
を
読
め
な
い
的
外
れ
の
も
の
で

あ
っ
た
ろ
う
し
、
邪
魔
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
彼
の
得
意
の
時
期
は
短
か
っ
た
の
で
あ
る
。 



小
三
郎
・
龍
馬
の
暗
殺
事
件 

  

大
政
奉
還
・
公
武
合
体
路
線
を
唱
え
る
小
三
郎
も
龍
馬
も
薩
摩
藩
に
と
っ
て
は
邪
魔
な
存
在
で
あ
っ
た
。
小
三
郎
に
つ
い
て
は
英
国
式
兵
学
の
教

授
も
教
本
の
翻
訳
も
終
え
、
そ
の
役
割
は
終
え
た
と
判
断
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
薩
摩
藩
に
丸
抱
え
さ
れ
内
部
に
入
り
込
み
軍
事
機
密
を
知
り

す
ぎ
て
、
ス
パ
イ
と
さ
え
思
わ
れ
た
の
で
は
？ 

折
か
ら
小
三
郎
に
は
上
田
藩
か
ら
再
三
に
わ
た
り
召
喚
命
令
が
出
て
止
む
無
く
帰
国
を
決
意
さ
せ

ら
れ
た
。
薩
摩
藩
か
ら
す
れ
ば
、
譜
代
の
上
田
藩
の
帰
趨
も
よ
く
見
え
な
い
中
、
機
密
保
持
の
た
め
に
生
か
し
て
帰
す
の
で
は
な
く
、
暗
殺
で
始
末

し
て
し
ま
え
、
と
な
っ
た
よ
う
だ
。
或
い
は
小
三
郎
の
才
能
を
幕
府
側
に
使
わ
れ
る
こ
と
へ
の
恐
れ
と
い
う
動
機
な
の
か
も
。
暗
殺
直
前
に
は
送
別

の
宴
を
催
す
と
い
う
小
細
工
を
ろ
う
し
て
い
る
。
暗
殺
の
実
行
犯
は
中
村
半
次
郎(

後
の
桐
野
利
秋)

他
だ
っ
た
。
暗
殺
後
に
は
犯
行
を
隠
す
た
め
に

杜
撰
な
追
悼
の
墓
碑
ま
で
建
て
る
と
い
う
隠
蔽
策
を
講
じ
て
い
る
。 

  

し
か
し
、
真
実
は
徐
々
に
あ
か
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
約
百
年
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、
昭
和
四
十
二
年(

1
9
6
7
)

に
桐
野
利
秋
の
在
京
日
記
が
発
見

さ
れ
犯
行
が
決
定
的
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

  

同
じ
く
公
武
合
体
路
線
の
人
と
見
ら
れ
た
の
か
龍
馬
も
小
三
郎
の
死
の
二
月
後
の
十
一
月
、
近
江
屋
で
暗
殺
さ
れ
た
の
は
よ
く
知
ら
れ
た
こ
と
で

あ
る
。
し
か
し
事
件
の
真
相
は
未
だ
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
龍
馬
の
暗
殺
も
ま
た
、
薩
摩
藩
黒
幕
説
が
情
況
か
ら
有
力
と
思
え
る
の
だ
。 

小
三
郎
・
龍
馬
其
々
の
死
後 

  

明
治
維
新
の
直
前
に
非
業
の
暗
殺
で
倒
れ
た
二
人
で
あ
る
が
、
明
治
以
降
の
二
人
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
薩
長
が
天
下
を
と
っ
て
か
ら
し
ば

ら
く
は
忘
れ
ら
れ
た
存
在
で
し
か
無
か
っ
た
。
そ
の
龍
馬
に
光
を
あ
て
た
の
は
『
汗
血
千
里
駒
』
な
る
明
治
十
六
年(

1
8
8
3
)

、
高
知
の
土
陽
新
聞
の

連
載
小
説
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
単
行
本
と
な
り
よ
く
売
れ
た
と
い
う
。
今
も
世
に
喧
伝
さ
れ
る
龍
馬
伝
説
の
ネ
タ
の
多
く
は
こ
こ
に
あ
る
と
い
う
。

こ
れ
が
効
を
奏
し
た
の
か
明
治
二
十
四
年(

1
8
9
1
)

に
龍
馬
は
正
四
位
を
贈
ら
れ
た
。
作
者
は
坂
崎
紫
瀾
な
る
維
新
の
主
流
派
か
ら
落
ち
こ
ぼ
れ
た
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
自
由
民
権
運
動
家
、
土
佐
の
男
で
あ
っ
た
。
土
佐
人
に
よ
る
龍
馬
の
復
権
は
田
中
光
顕
に
さ
ら
に
引
継
が
れ
る
。
明
治
三
十
七
年

(
1
9
0
4
)

日
露
戦
争
を
前
に
宮
内
大
臣
で
あ
っ
た
彼
は
昭
憲
皇
太
后
の
夢
枕
に
龍
馬
が
立
っ
た
と
い
う
伝
説
を
広
め
る
。 



  
何
と
言
っ
て
も
龍
馬
の
知
名
度
を
高
め
、
人
気
を
不
動
の
も
の
と
し
た
の
は
、
司
馬
遼
太
郎
の
『
龍
馬
が
ゆ
く
』(

1
9
6
2

年
よ
り
産
経
新
聞
に
連

載
開
始)

で
あ
ろ
う
し
こ
れ
を
原
作
に
し
た
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
あ
り
映
画
の
数
々
で
あ
っ
た
。 

   

こ
れ
に
対
し
赤
松
小
三
郎
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
当
然
の
ご
と
く
薩
長
の
天
下
で
忘
れ
ら
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
そ
の
名
を
再
び
世
に
出
し
た
の

は
、
山
路
愛
山
な
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
り
『
上
田
の
奇
傑 

赤
松
小
三
郎
』
を
信
濃
毎
日
新
聞
に
明
治
三
十
五
年(

1
9
0
2
)

連
載
し
、
信
州
で
は

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
し
い
。
明
治
三
十
九
年
に
は
日
露
戦
争
の
英
雄
で
あ
り
、
か
つ
て
の
弟
子
で
あ
っ
た
東
郷
平
八
郎
以
下
の
将
軍
が
小
三

郎
没
後
四
十
年
と
い
う
こ
と
で
上
田
に
訪
れ
、
罪
滅
ぼ
し
の
為
に
か
顕
彰
碑
を
建
て
た
。
大
正
十
三
年
に
は
従
五
位
が
贈
ら
れ
復
権
を
果
た
し
た
が
、

無
論
全
国
的
に
は
今
で
も
無
名
に
近
い
存
在
の
ま
ま
で
あ
る
。
彼
の
顕
彰
会
が2

0
0
3

年
に
、
記
念
館
は20

1
2

年
の
開
設
で
あ
る
。
平
成
に
な
っ
た

つ
い
最
近
の
こ
と
で
し
か
な
い
。 

  

戦
後
の
歴
史
小
説
等
で
も
彼
が
題
材
と
な
っ
た
も
の
は
少
な
い
。
井
出
孫
六
に
『
夜
明
け
前
の
生
贄 

赤
松
小
三
郎
の
死
』(

1
9
8
0
)

、
最
近
で
は

江
宮
隆
之
に
『
龍
馬
の
影 

悲
劇
の
志
士 

赤
松
小
三
郎
』(

2
0
1
0
)

が
あ
る
位
だ
ろ
う
。
思
う
に
、
赤
松
小
三
郎
は
、
見
識
や
人
脈
を
拡
げ
る
運
を
つ

か
み
損
ね
、
信
州
上
田
藩
の
出
身
と
い
う
ハ
ン
デ
を
克
服
で
き
な
か
っ
た
の
か
。
残
念
な
こ
と
に
時
流
の
動
き
を
読
み
損
ね
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と

思
え
て
な
ら
な
い
。(

了)
 

 

そ
の
他
の
参
考
資
料 : 

『
赤
松
小
三
郎
先
生 

現
代
語
訳
版
』、
『
勝
海
舟
と
福
沢
諭
吉
』(

安
藤
優
一
郎)
、『
西
洋
事
情
』(

福
沢
諭
吉)

、 

『
横
井
小
楠 

そ
の
思
想
と
行
動
』(

三
上
一
夫)

、『
勝
海
舟
と
坂
本
龍
馬
』(

加
来
耕
三)

 

「
幕
末
の
異
才
、
赤
松
小
三
郎
」(

青
山
忠
正)

、
他W

e
b

資
料
多
数
。 

 


